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○
環
境
省
令
第
七
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
四
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い

、
並
び
に
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
八
条
第
三
項
、
第
八
条
の
二

第
三
項
（
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
条
の
五
第
一
項
、
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
（

第
十
五
条
の
二
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
五
条
第
三
項
並
び
に
第
十
五
条
の
二
第
三
項
（
第
十
五
条

の
二
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四

十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
第
六
条
の
二
第
三
号
ホ
の
規
定
に
基
づ
き
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
及

び
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
三
月
十
日

環
境
大
臣

小
池
百
合
子

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
及
び
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
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（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
七
項
中
「
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
に
あ
つ
て
は
、
市
長
又
は
区
長
と
す
る
。
第
十
二
条
の
十
四

、
第
十
二
条
の
二
十
八
及
び
第
十
六
条
の
四
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
三
条
の
二
第
一
号
及
び
第
六
号
中
「
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
」
を
「
大
気
質
」
に
、
「
又
は
悪
臭
」
を
「
、
悪
臭
、
水

質
又
は
地
下
水
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
三
中
「
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
」
を
「
大
気
質
」
に
、
「
及
び
悪
臭
」
を
「
、
悪
臭
、
水
質
及
び
地
下
水
」
に

改
め
る
。

第
四
条
の
八
中
「
国
又
は
地
方
公
共
団
体
（
港
務
局
を
含
む
。
第
十
二
条
の
七
の
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
者
が
設

置
す
る
も
の
と
す
る
。
」
を
「
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

国
又
は
地
方
公
共
団
体
（
港
務
局
を
含
む
。
第
十
二
条
の
七
の
四
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
設
置
す
る
一
般
廃

棄
物
の
最
終
処
分
場
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二

民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第

二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
選
定
事
業
者
が
同
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
計
画
又
は
協
定
に
従
つ
て
実
施
す
る

同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
選
定
事
業
に
お
い
て
設
置
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
で
あ
つ
て
、
当
該
選

定
事
業
の
終
了
後
に
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
当
該
選
定
事
業
者
か
ら
譲
り
受
け
る
も
の
（
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が

当
該
最
終
処
分
場
を
廃
止
す
る
ま
で
の
間
維
持
管
理
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）

第
四
条
の
九
第
三
項
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
二
項
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「

前
項
」
を
「
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
法
第
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定

す
る
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
残
余
の
埋
立
容
量
そ
の
他
の
埋
立
て
の
状
況
を
考
慮
し

、
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
係
る
法
第
八
条
の
五
第
四
項
の
環
境
省
令
で
定
め

る
算
定
基
準
を
、
次
の
式
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｈ
＋
ｓ
×
α

Ａ
Ｃ
×

－
Ｔ

＝

Ｎ
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こ
の
式
に
お
い
て
、
Ａ
、
Ｃ
、
Ｈ
、
ｓ
、
α
、
Ｎ
及
び
Ｔ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ａ

当
該
年
度
に
積
み
立
て
る
べ
き
維
持
管
理
積
立
金
の
額

Ｃ

埋
立
処
分
の
終
了
後
に
お
け
る
維
持
管
理
に
必
要
な
費
用
の
額

Ｈ

当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
に
当
該
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
埋
立
処
分
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
の
数
量

ｓ

当
該
年
度
の
四
月
か
ら
九
月
（
八
月
以
前
に
埋
立
処
分
が
終
了
す
る
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は

、
当
該
埋
立
処
分
を
終
了
す
る
月
）
ま
で
に
当
該
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
埋
立
処
分
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物

の
数
量

α

前
年
度
に
お
け
る
当
該
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
残
余
の
埋
立
容
量
そ
の
他
の
埋
立
て
の
状
況
に
基
づ
い

て
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
数

Ｎ

当
該
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
埋
立
容
量

Ｔ

当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
に
積
み
立
て
ら
れ
た
維
持
管
理
積
立
金
の
額

３

特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
設
置
者
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
算
定
基
準
に
お
い
て
、
埋
立
処
分
の
終
了
後
に
お

け
る
維
持
管
理
に
必
要
な
費
用
の
額
か
ら
当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
に
積
み
立
て
ら
れ
た
維
持
管
理
積
立
金
の
額
を
差
し



- 5 -

引
い
た
額
以
下
の
額
を
当
該
年
度
に
積
み
立
て
る
べ
き
維
持
管
理
積
立
金
の
額
に
増
額
し
て
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
の
十
第
一
項
中
「
八
月
」
を
「
十
二
月
」
に
、
「
埋
立
処
分
が
終
了
し
て
い
な
い
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

（
法
第
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
「
埋
立
処
分
が
終
了

し
て
い
な
い
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
」
に
、
「
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
設
置
者
（
同
項
に
規
定
す
る
特
定

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
設
置
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
「
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
設
置
者
（
法
第
八

条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
設
置
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

第
四
号
中
「
及
び
埋
立
容
量
」
を
「
、
埋
立
容
量
及
び
当
該
年
度
の
前
年
度
の
残
余
の
埋
立
容
量
並
び
に
当
該
年
度
の
四
月

か
ら
九
月
ま
で
に
当
該
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
埋
立
処
分
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
の
数
量
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
十
一
第
一
項
中
「
一
月
三
十
一
日
」
を
「
二
月
二
十
八
日
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
十
三
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
項
中
「
第
四
条
の
九
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
二
項
」
を
加
え
、
同
条
第
四

項
中
「
第
四
条
の
九
第
三
項
」
を
「
第
四
条
の
九
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
十
七
中
「
六
月
三
十
日
」
を
「
十
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
一
般
廃
棄
物
の
数
量
」
の
下
に

「
及
び
当
該
年
度
の
四
月
か
ら
九
月
ま
で
に
埋
立
処
分
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
の
数
量
」
を
加
え
る
。



- 6 -

第
八
条
の
四
の
二
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

委
託
契
約
の
有
効
期
間
中
に
当
該
産
業
廃
棄
物
に
係
る
前
号
の
情
報
に
変
更
が
あ
つ
た
場
合
の
当
該
情
報
の
伝
達
方

法
に
関
す
る
事
項

第
八
条
の
二
十
第
五
号
及
び
第
八
条
の
二
十
一
第
一
項
第
十
号
中
「
第
八
条
の
三
十
一
第
三
号
」
を
「
第
八
条
の
三
十
一

の
二
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
二
十
七
中
「
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
に
あ
つ
て
は
、
市
又
は
特
別
区
）
」
を
削
る
。

第
十
条
の
八
第
一
項
の
表
の
下
欄
及
び
第
十
条
の
二
十
一
第
一
項
の
表
の
下
欄
中
「
第
八
条
の
三
十
一
第
三
号
」
を
「
第

八
条
の
三
十
一
の
二
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
二
第
一
号
及
び
第
六
号
中
「
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
」
を
「
大
気
質
」
に
、
「
又
は
悪
臭
」
を
「
、
悪
臭
、

水
質
又
は
地
下
水
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
三
中
「
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
」
を
「
大
気
質
」
に
、
「
及
び
悪
臭
」
を
「
、
悪
臭
、
水
質
及
び
地
下
水
」

に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
七
の
四
中
「
国
又
は
地
方
公
共
団
体
以
外
の
者
が
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。
」
を
「
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
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の
も
の
と
す
る
。
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

二

民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
選
定
事
業

者
が
同
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
計
画
又
は
協
定
に
従
つ
て
実
施
す
る
同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
選

定
事
業
に
お
い
て
設
置
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
で
あ
つ
て
、
当
該
選
定
事
業
の
終
了
後
に
国
又
は
地
方
公

共
団
体
が
当
該
選
定
事
業
者
か
ら
譲
り
受
け
る
も
の
（
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
当
該
最
終
処
分
場
を
廃
止
す
る
ま
で

の
間
維
持
管
理
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）

第
十
二
条
の
七
の
五
中
「
第
四
条
の
九
第
一
項
」
を
「
第
四
条
の
九
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
三
十
三
中
「
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
」
を
削
る
。

第
十
五
条
の
八
中
「
法
第
十
九
条
の
十
第
一
項
」
を
「
法
第
十
九
条
の
十
一
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
を
削
る
。

様
式
第
二
号
の
二
か
ら
様
式
第
二
号
の
五
ま
で
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

市
長
又
は
区
長

市
長

様
式
第
三
号
中
「

」
を
「

」
に
、
同
様
式
備
考
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

市
長
又
は
区
長

市
長

市
又
は
特
別
区

市
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様
式
第
四
号
及
び
様
式
第
五
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

市
長
又
は
区
長

市
長
様
式
第
六
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

市
長
又
は
区
長

市
長

都
道
府
県
・
市
区
名

都
道
府
県
・
市
名

様
式
第
七
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

市
長
又
は
区
長

市
長

様
式
第
八
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

市
長
又
は
区
長

市
長

都
道
府
県
・
市
区
名

都
道
府
県
・
市
名

様
式
第
九
号
か
ら
様
式
第
十
一
号
ま
で
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

市
長
又
は
区
長

市
長

様
式
第
十
二
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

市
長
又
は
区
長

市
長

都
道
府
県
・
市
区
名

都
道
府
県
・
市
名

様
式
第
十
三
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

市
長
又
は
区
長

市
長

様
式
第
十
四
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

市
長
又
は
区
長

市
長

都
道
府
県
・
市
区
名

都
道
府
県
・
市
名

様
式
第
十
五
号
か
ら
様
式
第
二
十
八
号
ま
で
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

市
長
又
は
区
長

市
長

様
式
第
三
十
一
号
の
二
中
「
（

）
」
を
「
（

）
」
に
改
め
る
。

又
は
政
令
市

又
は
市

様
式
第
三
十
一
号
の
三
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

市
長
又
は
区
長

市
長

様
式
第
三
十
二
号
中
「
事
業
場
若
し
く
は
」
を
「
事
業
場
、
」
に
改
め
、
「
建
物
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
十
五
条
の
十

七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
土
地
」
を
加
え
、
「
処
分
若
し
く
は
」
を
「
処
分
、
」
に
改
め
、
「
維
持
管
理
」
の
下
に
「
若
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し
く
は
同
項
の
政
令
で
定
め
る
土
地
の
状
況
若
し
く
は
指
定
区
域
内
に
お
け
る
土
地
の
形
質
の
変
更
」
を
加
え
る
。

（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
環
境
省
令

第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
に
あ
っ
て
は
、
市
長
又
は
区
長
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
」

を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
中
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
八
条
の
四
の
二
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
七
条
の
規

定

平
成
十
八
年
七
月
一
日

二

第
一
条
中
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
三
条
の
二
、
第
四
条
の
三
、
第
十
一
条
の
二
及
び
第
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十
二
条
の
三
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
の
規
定

平
成
十
八
年
九
月
三
十
日

（
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
八
条
第
一
項
若
し
く
は
法
第
九
条
第
一
項
又
は
法
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
法

第
十
五
条
の
二
の
五
第
一
項
の
許
可
の
申
請
を
し
て
い
る
者
の
当
該
許
可
に
係
る
法
第
八
条
の
二
第
三
項
（
法
第
九
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
法
第
十
五
条
の
二
第
三
項
（
法
第
十
五
条
の
二
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
三
又
は
新
規
則
第
十
二
条
の
三
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
三
条
第
六
項
の
経
過
措
置
の
特
例
）

第
三
条

特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
で
あ
っ
て
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（

平
成
九
年
法
律
第
八
十
五
号
）
附
則
第
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
法
第
八
条
の
五
の
規

定
を
適
用
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
（
以
下
「
旧
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
」
と
い
う
。
）
に
係
る
同
条
第
四
項
の

環
境
省
令
で
定
め
る
算
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
四
条
の
九
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
式
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の
と
お
り
と
す
る
。

ｌ
－
Ｅ

Ａ
Ｃ
×

－
Ｔ

＝

Ｌ

こ
の
式
に
お
い
て
、
Ａ
、
Ｃ
、
ｌ
、
Ｅ
、
Ｌ
及
び
Ｔ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ａ

当
該
年
度
に
積
み
立
て
る
べ
き
維
持
管
理
積
立
金
の
額

Ｃ

埋
立
処
分
の
終
了
後
に
お
け
る
維
持
管
理
に
必
要
な
費
用
の
額

ｌ

埋
立
処
分
が
開
始
さ
れ
た
年
月
か
ら
当
該
年
度
の
三
月
（
当
該
年
度
の
終
了
前
に
埋
立
処
分
が
終
了
す
る
特
定
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
あ
っ
て
は
、
当
該
埋
立
処
分
を
終
了
す
る
月
）
ま
で
の
月
数

Ｅ

埋
立
処
分
が
開
始
さ
れ
た
年
月
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
の
月
数

Ｌ

埋
立
処
分
が
開
始
さ
れ
た
年
月
か
ら
埋
立
処
分
の
終
了
予
定
年
月
ま
で
の
月
数

Ｔ

当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
に
積
み
立
て
ら
れ
た
維
持
管
理
積
立
金
の
額

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
旧
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
埋
立
て
の
状
況
に
基
づ
き
、
法
第
八
条
の
五
第
四
項

の
環
境
省
令
で
定
め
る
算
定
基
準
は
、
次
の
式
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



- 12 -

Ｈ
＋
ｓ
×
α
－
Ｉ

Ａ
Ｃ
×

－
Ｔ

＝
Ｎ

こ
の
式
に
お
い
て
、
Ａ
、
Ｃ
、
Ｈ
、
ｓ
、
α
、
Ｉ
、
Ｎ
及
び
Ｔ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ａ

当
該
年
度
に
積
み
立
て
る
べ
き
維
持
管
理
積
立
金
の
額

Ｃ

埋
立
処
分
の
終
了
後
に
お
け
る
維
持
管
理
に
必
要
な
費
用
の
額

Ｈ

当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
に
当
該
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
埋
立
処
分
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
の
数
量

ｓ

当
該
年
度
の
四
月
か
ら
九
月
（
八
月
以
前
に
埋
立
処
分
が
終
了
す
る
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
あ
っ
て
は
、

当
該
埋
立
処
分
を
終
了
す
る
月
）
ま
で
に
当
該
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
埋
立
処
分
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
の
数

量
α

前
年
度
に
お
け
る
当
該
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
残
余
の
埋
立
容
量
そ
の
他
の
埋
立
て
の
状
況
に
基
づ
い
て

都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
数

Ｉ

埋
立
処
分
が
開
始
さ
れ
た
年
月
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
に
埋
立
処
分
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
の
数
量

Ｎ

当
該
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
埋
立
容
量
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Ｔ

当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
に
積
み
立
て
ら
れ
た
維
持
管
理
積
立
金
の
額

３

第
一
項
又
は
前
項
に
よ
り
算
定
し
た
数
値
が
、
次
の
式
に
よ
り
算
定
し
た
数
値
以
下
と
な
る
場
合
は
、
第
一
項
又
は
前
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
旧
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
係
る
法
第
八
条
の
五
第
四
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
算
定
基

準
は
、
次
の
式
の
と
お
り
と
す
る
。

ｌ
－
Ｅ

Ａ
Ｄ
×

－
Ｔ

＝

Ｌ
－
Ｅ

こ
の
式
に
お
い
て
、
Ａ
、
Ｄ
、
ｌ
、
Ｅ
、
Ｌ
及
び
Ｔ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ａ

当
該
年
度
に
積
み
立
て
る
べ
き
維
持
管
理
積
立
金
の
額

Ｄ

環
境
大
臣
が
別
に
定
め
る
費
用

ｌ

埋
立
処
分
が
開
始
さ
れ
た
年
月
か
ら
当
該
年
度
の
三
月
（
当
該
年
度
の
終
了
前
に
埋
立
処
分
が
終
了
す
る
特
定
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
あ
っ
て
は
、
当
該
埋
立
処
分
を
終
了
す
る
月
）
ま
で
の
月
数

Ｅ

埋
立
処
分
が
開
始
さ
れ
た
年
月
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
の
月
数
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Ｌ

埋
立
処
分
が
開
始
さ
れ
た
年
月
か
ら
埋
立
処
分
の
終
了
予
定
年
月
ま
で
の
月
数

Ｔ

当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
に
積
み
立
て
ら
れ
た
維
持
管
理
積
立
金
の
額

４

新
規
則
第
四
条
の
九
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
か
ら
前
項
ま
で
に
規
定
す
る
算
定
基
準
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
九
第
三
項
中
「
第
一
項
又
は
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
及
び
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
環
境
省
令
第
七
号
。
以
下
「
改
正
規
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
条
第
一
項
、
第
二

項
又
は
第
三
項
」
と
、
第
四
条
の
九
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
第
一
項
又
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
改
正
規
則
附
則
第
三

条
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
災
害
防
止
準
備
金
を
積
み
立
て
て
い
る
者
に
係
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
に
係
る
特
定
災
害
防
止
準
備
金
を
積
み
立
て
て
い
る
者
が
設
置
し
た
旧
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
対
す
る
前
条

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
埋
立
処
分
の
終
了
後
に
お
け
る
維
持
管
理
に
必
要
な
費
用
の

額
」
と
あ
る
の
は
「
埋
立
処
分
の
終
了
後
に
お
け
る
維
持
管
理
に
必
要
な
費
用
の
額
か
ら
特
定
災
害
防
止
準
備
金
の
積
立
て
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に
係
る
契
約
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
の
間
に
積
み
立
て
る
当
該
特
定
災
害
防
止
準
備
金
の
額
を
差
し
引
い
た
額
」
と
、
同
条

第
三
項
中
「
環
境
大
臣
が
別
に
定
め
る
費
用
」
と
あ
る
の
は
「
環
境
大
臣
が
別
に
定
め
る
費
用
か
ら
特
定
災
害
防
止
準
備
金

の
積
立
て
に
係
る
契
約
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
の
間
に
積
み
立
て
る
当
該
特
定
災
害
防
止
準
備
金
の
額
を
差
し
引
い
た
額
」

と
す
る
。

（
準
用
）

第
五
条

附
則
第
三
条
及
び
前
条
の
規
定
は
、
特
定
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
係
る
維
持
管
理
積
立
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分

場
」
と
、
「
旧
特
定
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
」
と
あ
る
の
は
「
旧
特
定
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
」
と
、
第
三
条
第
一
項

中
「
附
則
第
三
条
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
六
項
」
と
、
「
法
第
八
条
の
五
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
五
条

の
二
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
五
」
と
、
「
第
四
条
の
九
第
一
項
又
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の

七
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
新
規
則
第
四
条
の
九
第
一
項
又
は
第
二
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
八
条
の
五
第
四
項
」

と
あ
る
の
は
「
法
第
十
五
条
の
二
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
五
第
四
項
」
と
、
「
一
般
廃
棄
物
」
と
あ
る
の
は

「
産
業
廃
棄
物
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
法
第
八
条
の
五
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
五
条
の
二
の
三
に
お
い
て
準
用
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す
る
法
第
八
条
の
五
第
四
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
四
条
の
九
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条

の
七
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
新
規
則
第
四
条
の
九
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
維
持
管
理
積
立
金
の
取
戻
し
に
係
る
特
例
）

第
六
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
維
持
管
理
積
立
金
を
積
み
立
て
て
い
る
新
規
則

第
四
条
の
八
第
二
号
に
該
当
す
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
設
置
者
は
、
新
規
則
第
四
条
の
十
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
積
み
立
て
た
維
持
管
理
積
立
金
の
全
額
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
十
五
条
の
二
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
維
持
管
理

積
立
金
を
積
み
立
て
て
い
る
新
規
則
第
十
二
条
の
七
の
四
第
二
号
に
該
当
す
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
設
置
者
は
、

新
規
則
第
十
二
条
の
七
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
新
規
則
第
四
条
の
十
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
機
構
に
積
み
立
て
た
維

持
管
理
積
立
金
の
全
額
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
託
契
約
に
含
ま
れ
る
べ
き
事
項
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
締
結
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
六
条
の
二
第
三
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号
に
掲
げ
る
委
託
契
約
に
対
す
る
新
規
則
第
八
条
の
四
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
契
約
の
更
新
ま
で
の
間
は

、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
環
境
省
令
第
七
号

）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
中
「
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
」
の
下
に
「
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
」
を
加
え
る
。


